
学 会 記 事

5)胆嚢固有筋層内癌 (pm 癌)の臨 床 病 理 学

的検討

片山 麻子 ｡渡辺 英伸
阿部 実 ･佐藤 正弘
野川 精 し新潟大学第一病ft臣

胆喪C')pm 癌12症例,微小 ss浸潤癌29症例を用い,

pm 癌は,早斯癌としてよいか.また,形態学的LT_どC1)

様な特徴があるか､検討した.

pm 痛12例には,静脈侵襲.神経浸潤,りン,i節転移

はなく,リソバ管侵襲が1例をこ認められ 予後調査可能

であった pm 癌9例は,食倒生存中であった.さらに,

pITl癌は,微小 ss浸潤癌に比べ,脈管授乳 神経浸潤.

りンべ節転移が低く.5牛革も.有意に良好であ一,た.

以上より,pm 癌は早期癌として妥当であろうと考えら

れた.

また, l型 卜で囲右~筋層-の浸潤を示している pm

癌では,固有筋層の引き上げ像を 4/5例に認め, 浸潤

部直上粘膜部観織塾が中～低分化であるものは 1/5例

であった.以上から,pm 癌の固有筋層-の癌浸潤には,

固有筋層の引き上げが,癌の分化渡より屯大き(関与し

ていることが考えられた.

61′､ムス//一における B()P誘発実験f】H.道症

に一.)いて

一胆石形成食の影響をこついて-
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(新潟大学第-外科)

(南部郷病院外科)

(町立巻病院外糾う

く目的)BOP誘発胆道藤癌に対する胆石形成食の影

響について検討した.く方法)ア過食雌-ムスタ-管,

I:対照群 (16匹).I_1:20ppm 濃度 BOl~)(N･････-Nitrol

形食で}Ⅲ群は谷村の胆石形成食で5週間飼食し,その

後市販の固形食をこ戻した,BOP含水は20遇摂取させた.

20--21遇で常殺し肝 ･胆管 ･胆兼を病理検索 Lた.く結

果＼11群:肝に蕪胞腺癌220b,胆管に異型上皮220,6.胆

嚢に異型上皮Li4%認められた.m群 :肝に嚢胞腺癌40%,

胆管に腺癌20%,胆嚢に腺癌200.,異型上皮80%認めr-_'

れた.〈結語〉胆石形成食は BOP誘発胆道澄痴発生に

関し捉進的作用を持つことが示唆された.

1･113

7)胆石に対する休外衝撃波破砕療法の経験

佐藤 攻 ･平原 浩幸

謂 豊三二宕琵由麗嘉 璃 欝赤十字病院)

Eこ対する体外衝撃波破砕療法 (ESWL)の成績を報告す

象とした症例は胆喪結石8例,胆管結石5例の計13t軒で

あったが.この･')ち胆嚢結石2例,胆管結石3例は,十一一

バーチ-プルをジュールに内蔵それた超音波装置での胆

石描出ができない (親株の操作角度の限界)などの理由

で ESW1,.が施行できたか一･､た.実施された8例の効果

は,結石消失 1例,有効 (破砕片が 3mm 以下)2例,

効果不十分 (蔽砕片が 3mm 以上) 1例,破砕不能4

例 (2cm 以上のコ凍石2例を含む)であった,今後胆

石治療をこおいて,適応を限定 した ESWLは看周な治療

法となりうると考えられた書

･Lく ･十十 ､-:- ∴ :.二ヽ卜,一日itL汁･＼1t.ll.捕-､ :
Sもentの経験

I''･ !■: ､･､∴ ･

関板 輝夫 8篠原 敏弘 ( 同 内科)

胆道癌による閉塞性苗痘症例4例に GiallturC｡型

を施行した.全例.放射線照射を併用した.4例の内訳

は,肝内部胆管癌が1例.中下部胆管癌が2軌 胆管浸

潤を伴う限療病が1例であり,全例身性,平均年令は7竣

才であー.,た.

一期約をこぼ食倒で良好なドレナ-ジがえらわた.1例

のふ.経過中に再苫痕をきたLrTrliI)内療iこ変更した.

他の3例は現在あるいは死亡時まで黄疫の再発をみない.

4例LT)-̂ナント設置かL､)の無董痕期間の平均はL)llF】で

ある,愚老の QOLおよび経過観察の容易さよりき本

法はきわめて有周な胆汁 ドレナ-ジ法であると考えられ

る.

9)興味ある経過を示 した総胆管 狭窄症の 1侍り

- 宏信 欄 根 厚堆 く驚 爵県立富踊 院)
船越 和博 (信楽周病院内科)

症例は78歳男性.平成元年6月董痕を二‥Ⅰ三訴に当科入院.

各種検査および細胞診より慢性肝炎を合併した総胆管癌

による閉塞性黄位と診断した.ER上北)にて経過観察 し
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たが,その後1年4カ月間悪化せず,むしろ胆管狭窄は

改善 し.ERril)tut光 を抜去.画像および経過かiT-)考え

ると慢性肝炎に合併した総胆管狭窄症であり,細胞診の

見直し診断では groupⅢであった.

慢性肝炎のんで高度の胆管狭窄をきたすこと,そして

その軽快とともに狭窄は改善し,血管の変化 (肝静脈の

閉塞)も改善するなど治療上興味ある点が多く報告した.

10)比較的長期間観察が可能であ-I-_)た左肝管狭

窄の 1.馴玲例
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( 同 外科)

( 同 病f1円

･ t･::jl.L.:: '･ I

症例はfX;歳男性, 1年前より左肝管の狭窄を認め.徐々

に肝内胆管の拡張と左輩の萎縮を認めた.画像診断.ト.腫

癖影を指摘できず,緩やかな経過上限局性狭窄のため炎

症などによる良性疾患も考えt■･'わたが,fYrC,lミRCI-).

胆道鏡の所見より胆管癌を査定できず.拡大肝左:薬=切除

術を施行 した.左肝管の 1.4Cnlにわたる狭窄部位は組

織学的に炎症による線維化や硬 化 性 胆 管 炎 と は異なる所

見であった.'#に増生した腺管 と 拡 張 L た 胆 管 内の粘液

を認めたがトⅠ二皮細胞は異型性に 乏 し く癌 と 断 言 できな

かった.1年間iこわたE)経過 した low A,radtチm alignal一Cy

ll)胆管進展を伴った胆嚢癌の 1例

阿部 要一一･告Fll真佐人
魚谷 英之 し木函南院外科)

荒川 謙 '_･阿部 二郎 ( 同 内科〕

ssに深達 し,胆管進展を伴った胆喪癌の 1例を経験

した.

症例は65才,女性,右季肋部痛を主訴として来院 し.

腹部ユニトーにて胆嚢底部に隆起性病変,頚部に結T;を認

めた.術中迅速にて胆嚢管,肝腎にも癌進展が疑われ

肝床切除に胆管合併切除を追加し,R2のりンべ節郭酒

を行一一一た.肉眼的進行度は N(_･､,So.Po,H｡,fiinr.,
Binfl,StLlgelIで絶対治癒切除であった.切除標本で

は胆蕪底部iこ3cmx3cm の結節型腫癖を認めた.組織

学的には底部腫癖の他,体瓢 頚部,肝管部にも癌組織

がみられ ssに深達した中分化型腺癌で,1yl,vl,pno.

n(_)であった.

12)早期胃癌術後 議年で多発性肝転移を発症 し,
剖検にて肺臓に潜在癌を認めた 1症例

佐藤 啓宏 ･谷口棟一郎
家腰 裕 ･棚橋
小林 純載 ･横森
登木17 巡

五十嵐俊彦

江村 厳

.ll'L｣:: ~･':･tJ

( 同 神経内科)

( 同 病f甲)

L/..1･:.∴ .:,:.r∴-

近年,胃癌切除後の多発癌が注目されているが.我々

は早期胃癌 (sm.n｡)術後3年にて多発性肝転移をき

たした剖検例を経験 したので報告する.7:蔵 異性,術後

を示した.腹部 Cl'にて肝に多発牲 masslcsionある

ち,GIPiこて局所再発は認めず,他臓器にも原発病変

は不明であー-}た.入院精度中に Ⅰ~)lCによる多発性脳梗

塞を合併し死亡した.腹部局所解剖施行し病理検査iこて

陣尾部癌を同定 した.潜在癌 -早期癌ではないが.肺瞭

癌早期発見のためにも症例を蚤ねて検討Lていく必嬰が

ある.

及諾う勝幸ニ指腸切除術の早期合併症の検討

吉岡 典 ･阿郡 僚一一
榊原 清･小山 真 (L,E.UI_吉日鵬院外科1

1978年1上架,標準l'1)24例 (再建術式 pl)I1,PI~)

IT20,PDm3)肝仝摘3例を経験Lた.疾患別内訳は.

騨頭部痛6例,乳頚部癌4例∴下部胆管癌9f札 中部胆

管癌′1例.他の悪性肺癌2例,良性疾患 L)例であー,た.

た.杓手術救命例の l例は29病tl吐下血,緊急【flL管造壊3

にて肺動脈分枝の仮性動脈痛破裂であ1た. 突然の消化

のと考えられ 早期をこ止血と鰐液のドレナージが必要と

なる.その他,腹腔内腔壕,胆管炎,吻合都濃募,肝腎

チェ-プ抜去困難など食倒の55.6%が何らかの合併症

を有した.経r】摂取開始後 1カ月は赦重な観察が必要上

思われた.

141慢性肺炎による閉塞性黄巾症例の検討

日玉 義昭 ･清水 武昭 Ll.言葉周病院外科)

慢性肝炎の合併症には,仮性肝嚢胞 ･肺腺壕 ･肝唾 ･

胆管狭窄などがあり,しばしば外科治療の適応となる.

当村で過去8年間に経験 した胆道疾患が原田でない慢性

肝炎の外科治噂例は1()例で,このうち5例に経過･函二間
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